歴史地震研究会2009年度 第五回幹事会議事録

2009年（平成21年）7月23日（木）15:00～18:00於地震予知総合研究振興会会議室

出席者：北原・武村・諸井・松浦・植竹・小松原・中村

1． 前回議事録の確認

第四回幹事会議事録の確認を行った。

2． 会誌の編集規定の改定について

編集委員より，会誌編集規定の改定について提案がなされた。提案は，①論説で扱った地震名を明記する点，②投稿原稿の内容から編集者の判断によって原稿種別を変更できる点の２点である。①については，今回の会誌から編集の段階で実施されたが，規定に明記するほうがよいとの編集委員のメンバーから意見を受けた提案であり，②については，たとえば「論説」として投稿があっても内容的に論説の条件を満たしていないと判断される場合，「報告」等の他の適切な種別に変更ができるようにするための提案である。本提案は，幹事会において，質疑の後，承認された。

３．今年度大津大会準備に関して

　　3.1　研究発表会・見学旅行・懇親会について

　　　行事委員より発表会の申込状況や運営方法及び巡検の準備について報告があり質疑がなされた。

　　　申込みは３８件であり，司会をやって頂ける方に連絡済みである。口頭発表については，パワーポイントの場合，パソコンの種類（Mac ,Windows）やバージョンの違い（Microsoft Office2003，同2007）によって動作や表示に問題がでることが予測されるが，大会では，Windows及びMicrosoft Office 2003の組み合わせを発表会に用意することとなった。

　　　巡検の準備はついては植村先生に多くお願いしている。巡検のバス代は8万5000円程度の予定である。巡検や申込み数は現状15名と少ないので，mushaに再度流すこととなった。

このほか，懇親会の段取りについて話し合いがなされた。

3.2　総会について

　総務委員より総会議事次第案について，財務委員より決算報告案，来年度予算案及び入退会者の報告があった。

3.3　その他

一般向け講演会の宇佐美先生の配布資料，研究会予稿集，巡検資料については，行事委員で用意する。参加費・懇親会費・巡検代の領収書については，前財務委員（宍倉氏）に方法等を確認し，財務委員で作成する

　会長・副会長・行事委員は，大会前日９月１１日に滋賀県・大津市へ挨拶にゆく。
３．来年度会長の推薦

　来年度の会長について，現幹事会全員により北原現会長を推薦することとなった。
４.来年度大会・再来年度大会について

　副会長より，来年度大会を東大地震研究所で実施する方向で地震研佐竹先生の了解を得た旨の報告があった。

再来年度大会について候補となる場所について話し合いがなされた。

５．次回幹事会

９月１日15時から地震予知総合研究振興会会議室にて行う。
以　上

